
ダイヤサービス有限会社 SDGs宣言
当社は、「輝ける人生を送る」という経営理念のもと、

介護・看護サービスの提供を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めて参ります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

質の高い介護・看護サービスの提供 アットホームな職場づくり
地域に根ざした介護・看護サービス事業者として、

利用者さまが、笑顔で充実した生活ができるよう、親し

みのある介護・看護を行い、ご家族や地域医療機関と

いっしょにサポートしてまいります。

職員のコミュニケーションを充実させ、アットホームで、

互いに支え合いながら働ける職場づくりを行います。

心身ともに充実した職員が一生懸命働くことで、利用

者さまに安心の生活を提供します。

【主な取り組み】
協力医療機関との連携、医療依存度の高い利用者

さま（透析、糖尿病患者さま）への対応可能な職員の

配置、糖尿病・腎疾患対応の美味しい食事の提供

【主な取り組み】
ハラスメント対応、経営理念の浸透、有給休暇の取得

推奨、長時間労働の是正、職員のセミナー参加推奨、

法改正に合わせた定期的な勉強会の実施

環境保全への取り組み ガバナンスの強化
気候変動が重要な経営課題と認識し、身近なことか

ら取り組みます。環境負荷の低減に努め、私たちが

慣れ親しんだ地元の自然がこれからも続くよう、環境

保全に貢献します。

将来にわたり、利用者さまが安心して生活できるよう、

ガバナンスの強化に取り組みます。法令順守の徹底や、

情報管理の強化、公正な取引の推進で、企業価値向

上を目指します。

【主な取り組み】
社用車のハイブリッド化、施設照明のLED化、全施設で

の節水・節電の励行、自動センサー付きのシャワー

導入による節水

【主な取り組み】
経営理念の明文化と周知、個人情報の厳格な管理、

定期的なコンプライアンス勉強会、公正・公平な取引

の推進

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


